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2020/4/3 2020/4/9 変化幅
8.142 8.035 -0.107

2020/4/3 2020/4/9 変化率
4,623.43 4,649.08 +0.55%

2020/4/3 2020/4/10 変化率
0.6542 0.6907 +5.58%

ルピアは対⽶ドル、対円ともに上昇しました。ジャカルタのオフィス閉鎖
などを含む⼤規模な社会的制限の発動を好感し、ルピアは⼤幅に上
昇しました。9⽇、インドネシア中央銀⾏（BI）のペリー・ワルジョ総裁
は投資家向けの電話会議で、通貨ルピアについて、0.67⽶ドル
（10,000ルピア当たり）程度まで上昇すると予想しており、⾜元の
ルピアの回復はインドネシアのウイルス対策に対する市場の信頼の結
果であるとも述べました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2020年4⽉9⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年4⽉9⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年4⽉10⽇）

［株式市場］

［債券市場］

インドネシア株式市場は上昇しました。週初は、世界的な新型コロナ
ウイルス感染拡⼤において、中⼼地の⼀部で死者数の増加ペースが
鈍化する兆しが表れていることを好感し、主に国内投資家からの買い
がみられ⼤幅⾼となりました。しかし、7⽇に⾸都ジャカルタの⼤規模
な社会的制限を10⽇から発動することが発表され、8⽇は銀⾏、消
費、インフラセクターなどを中⼼に急落しました。週間ではパーム油の
価格回復を背景に農業セクターが最も上昇しました。
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ナンシャル社、および英国のM&G社の⼦会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

（対象期間︓2020/4/6〜2020/4/10）
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出所︓グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］
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インドネシア10年国債の利回りは低下（価格は上昇）しました。週
初は、株式や為替市場が世界的なリスクセンチメントの回復から堅調
となったものの、債券市場では今年の財政⽀出拡⼤についての政府
の資⾦調達詳細が発表されていないことから、様⼦⾒姿勢が強まりま
した。しかし、7⽇のイスラム債の⼊札で応札額に回復がみられたこと
などを好感し、利回りは低下しました。その後も、通貨ルピアが堅調と
なったことを好感し利回りはさらに低下しました。

※10⽇は休場。

※10⽇は休場。


